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カリキュラム・マネージャー  

「高校進学の現状を考えると興味深い」 公開研参加者から感想 

１２月２５日（木）、中高養公開研究会がハイブリッド開催され、更農教職員も含め

７０名（オンライン５７名）を超える参加者がありました。研究会は「インクルーシブ

な学校運営モデル事業」の報告会も兼ねており、終了後のアンケートには１５人の方か

ら「モデル事業」に関する感想や質問をいただきました。 

オンラインによる取組や各教科の授業に関するものが多く、「中学校の特別支援学級

を卒業して高等学校に進学している生徒も多い中、非常に興味深い取組だと感じていま

す。」といった声もありました。 

また、教育課程上の位置付けや評価に関する質問を多くいただきました。 

｢インクルーシブな学校運営｣ 通信 第１２号 

（問）十勝管内特別支援学校関係者 

教科における交流学習を行うときの目標設定の留意点など詳しく知りたいです。例えば理科の授業

であれば、やはり理科の教科目標の達成を狙うのか。コミュニケーションなど自立活動のねらいだけ

になってよいのかなど。相手の学校（教員）との目標やねらいのすり合わせ方はどうしているのか。 

（答） 

「オンライン共同学習」は、更農は学校設定教科「カルチべーション」の指導計画に基づいており

指導計画に示された目標に準拠して評価しています。一方、中高養は、自立活動を合わせて実施して

いる「体力つくり」の時間で実施し、自立活動のねらいを踏まえて、その都度目標を設定し評価して

います。 

音楽や美術、書道などの教科における「交流及び共同学習」は、いずれかの学校の既存の教科の指

導計画に基づいて実施しており、指導計画に示された目標に準拠して評価しますが、当該教科に参加

する連携校の生徒については、「交流及び共同学習」のねらいのうち「豊かな人間性」の育成にかか

わる目標をその都度設定し評価しています。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

（問）その他参加者 

「交流及び共同学習」の取り組みが進んでいることがよく分かりました。また、教員の研修を合同

で行うという取り組みは、オンラインが進んだことが、大きいと感じます。高等学校（後期中等教育

段階の学校）間ならではの、共通するテーマが存在するということが、研修の意義に繋がっているよ

うに思いました。他の高等学校や特別支援学校も、例えば、オブザーバーとして、参加できるとよい

のではないでしょうか。研修時間の設定を両校で揃えることにご苦労なかったでしょうか。 

（答） 

ミニ研修「共に学ぶ会」は両校コーディネーターとカリキュラム・マネージャーが日時を調整し、

テーマを決定しています。 

昨年度１年間の試行を経て現在の回数、放課後の実施などに至っています。テーマは実際に在籍す

る生徒の指導上の課題を取り上げるようにしています。 

 

 

 



「モデル事業」に関する取組 ⇒ https://www.nakasatsunaikoutouyougo.hokkaido-c.ed.jp/page_20250414234410 

「こだわり」の意味を考える ＝第６回「共に学ぶ会」＝ 
１月１９日（月）、「マイルールにこだわる生徒の事例と対

応」をテーマに「共に学ぶ会」が行われました。 

まず、Coから「こだわり行動」に対する「基本的な対応」

について説明を受けた後、「体育のバスケットボールの試合

で、1点差で負けたことにイライラを抑えることができず、暴

言を吐いたり、廊下をうろうろ歩き回り壁を叩き続けてい

る。」という事例について、生徒の内面や教師の対応について検討しました。 

どちらの学校にも今回の事例と類似した傾向をもつ生徒がおり、実践的な研修になり

ました。 

３学期の「交流および共同学習」  

 中高養「地域貢献学習」において、更農１

年生と共同で、迷路やスノーアートを作成す

る計画が進んでいます。また、中高養の音

楽、美術、体育、普通科職業でも、更農生が

参加する「共同学習」を実施する方向で調整

中です。 

いずれも、「受け入れ可能な教育活動」を

活用したもので、３学期も多様な「交流およ

び共同学習」が展開されます。 

※ 資料（Co通信「ふきのとう」）から抜粋 

「モデル事業」今後の予定 

⚫ ２月 9、10 日 地域貢献学習（更農生は 1

日目のみ） 

⚫ ２月 16 日 両校の合同委員会 

⚫ ２月 19 日 B 地区連携協議会 

⚫ ２月 20 日 R7 中間成果報告会（東京） 

⚫ ３月第１、２週 中高養「共同学習」 

⚫ ３月 16 日 「共に学ぶ会」 

 

 


